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石井千香子：	自閉症児に対する教育的アプローチについて
坂本　義人：	介護老人・保健施設について
鶴田恵美里：	狭山市駅における駅舎構造とバイアフリー

の利用実態と課題
針谷可奈子：	パラリンピック競技種目から理想の地域コ

ミュニティの提案
明間　優斗：	「発達障害のある人の支援のあり方」	 	

―コロナウイルスの影響も含めて―
佐々木順也：	吃音のある人に対する支援と社会の取り組み
服部　拓夢：	子どもの相対的貧困についての研究
篠﨑　沙梨：	高次脳機能障害について	 	

～高次脳機能障害のある人に対する支援方
法～

本橋　陸真：	重度心身障害児・医療的ケア児に対する教
育と支援について

内田　智大：	熊谷市の駅内構造とバリアフリーの実態
赤木　美友：	自閉症の子どもの特徴的な行動
亀村　直哉：	自閉症児を持つ家族の心の健康及び支援方

法
内山　遼太：	新潟県小針駅におけるエレベーターと多目

的トイレの利用実態
丸山　　諒：	知的障害者におけるコミュニケーション能

力の形成と発達
長島　尚志：	障害に対する差別や偏見
谷山　美典：	スポーツチームの社会貢献活動の実態と社

会課題解決の可能性についての考察	 	
―社会福祉領域の社会貢献活動について―

金子すみれ：	児童虐待と新聞報道について
相場　美乃：	発達障害児を持った家族の支援について	 	

～児童自立支援施設での生活（取り組み）
から学ぶ～

坂田　　涼：	深谷駅のバリアフリー調査

川野　響子：	海外比較から見る日本のバリアフリーの課
題点について

南雲　美杜：	特別支援学校における分散登校実施時の学
びの保障と新型コロナウイルス感染症対策

飯野加奈子：	駅におけるエレベータの利用実態とバリア
フリーの現状

齋藤　祐樹：	松戸駅のバリアフリー化工事における現在
の進捗と将来の完成形

武島　直晶：	特別支援教育とアクティブラーニングの現
状と課題について	 	
―特別支援学級・中学部での実践を中心に―

大島　京子：	明覚駅及び JR 八高線非電化区域車両のバ
リアフリーの課題

山本　周平：	多文化共生の地域づくり	 	
―埼玉県上尾市の事例を中心に―

本間　寛人：	盲導犬と暮らす社会について
根岸　美月：	言語障害と言葉の発達
佐藤　瑠飛：	スマーク伊勢崎におけるバリアフリー・ユ

ニバーサルデザインの現状と課題
大久保瑞希：	和光市駅・駅ビルのバリアフリーと駅ビル

開業に伴う駅の利用状況
星野　未來：	千葉ニュータウン中央駅におけるバリアフ

リートイレの実態
野嶋　真帆：	てんかんについて	 	

～本人と周囲の人の理解～
西川　ゆう：	横浜市における災害発生時に要援護者に対

する対応の現状と課題
谷　連太郎：	伊勢崎駅のエレベータにおける利用実態と

意識調査
上村　貴大：	足利織姫神社におけるバリアフリーの現状

と課題

氏　名 論　文　題　目 氏　名 論　文　題　目

―	145	―

立正社会福祉研究　第24巻（2022）



2021年度子ども教育福祉学科卒業論文題目一覧

堀河　佑奈：	音楽を用いた幼児期の身体活動へのメディ
アの影響について

植原　来実：	食物アレルギー児とその子どもを持つ保護
者への支援方法

森田くらら：	カンボジアと日本における子どもの貧困	 	
～私達にできること～

矢部　文捺：	「気になる子どもの現状・支援と保護者への
対応について」

内村　美鈴：	被虐待児へのかかわりと心理的ケア
藤田真佑香：	保育者のやりがいについて
畝原　彩有：	障害児保育における保育士の役割と課題
岩崎　千紘：	依存と虐待に対する一考察	 	

―依存や虐待をなくすために―
小島　可楠：	児童養護施設でのリトミック活動	 	

―タンバリンを用いた活動を中心に―
神田明日香：	低学年の板書の重要性について	 	

―デジタル黒板の活用を中心として―
矢倉　優也：	特別支援教育の在り方
飯田　亜美：	成人期における自己肯定感について
加藤　里咲：	お笑い番組から見える社会規範意識の変化
大山　亜美：	アンパンマンの正義とバイキンマンの思い
小林　春奈：	中学生・高校生の運動部活動経験が，大学

生の自尊感情に与える影響
吉田　菜桜：	絵本の読み聞かせ場面における子どもの共

感に及ぼす影響
寺﨑　紗英：	乳幼児の主体的な活動を促す環境構成の研究	

―室内環境に焦点を当て―
林田　麻希：	保育における子どもたちの主体性について		

～子どもたちにとっての自由とはなにか～
齊藤　優太：	小学校の外国語教育の在り方	 	

―中学校との接続・発展を視野に入れて―
杉本　奏美：	産後の母親支援について	 	

―さいたま市と世田谷区を比較して―
久保　沙織：	不登校問題の現状と支援や対応のあり方
氏家　　希：	乳幼児期における絵本の読み聞かせについて
清水　真子：	ダンスが性格形成に及ぼす影響に関する研究
小澤　実環：	ロングセラー絵本の魅力	 	

―ロングセラー絵本の共通点を探る―

小山　千秋：	乳幼児を持つ養育者の子育て支援センター
の利用	 	
―子育て仲間に着目して―

木村　花子：	コロナ禍による心理的影響
山口ほの夏：	親子の音楽的関りの意義	 	

―フレーベルによる子ども観を視点として―
豊田　理心：	子どもの発達にわらべうたがもたらす影響		

―地域のわらべうたを中心に―
神田　梨沙：	幼児期の思いやりの心を育むための研究
向田　萌華：	いざこざにおける保育者の関わり方	 	

―年齢や状況ごとの介入行動に着目して―
狩野　李果：	リトミック研究の動向	 	

―幼児教育の表現活動を中心に―
大久保梨理：	内的作業モデルが及ぼす青年期における社

会的適応への影響	 	
―内的作業モデルと自己開示の関係性に着
目して―

森　　彩音：	運動遊び・リズム遊び指導場面における感
染対策

増田　康平：	運動能力の向上に関する要因の研究
山下　航平：	つまずきを生かした算数授業
深澤　遼雅：	「学びに向かう力」を育てる生活場面を生か

した算数授業
八木橋奏子：	童謡とわらべうたを活かした保育のあり方
金子　柚香：	保護者の子育ての悩みと子育て支援の利用

について
入谷　千尋：	子どもの遊びと環境
髙野　素維：	小学校高学年の言語活動について	 	

―適切な形容表現の使い方を重点にして―
代々木彩夏：	算数の授業における学習意欲を高める方法		

―アクティブ・ラーニングに着目して―
猪俣菜々穂：	絵本の魅力と共通点	 	

～人気の絵本について考察する～
金﨑　あゆ：	数学的活動が児童の思考力に及ぼす影響
三宅　真白：	いじめに繋がるあだ名に対する指導について	

―小学校の道徳科の学習を通して―
坪井　麗帆：	子どもの食の変化と食育
齋藤　穂佳：	子どもと食育	 	

～群馬県佐渡郡玉村町の食育実践を中心に～
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岡田　大輝：	きょうだい関係が社会性の発達に及ぼす影響	
～養育者の視点と保育者の視点～

山井栄実花：	算数教育における児童の学習意欲を高める
教師の発問	 	
～オープンエンドな問題の分析から～

冨所　亜唯：	なぜ大学で体育会部活に入るのか	 	
～サークルとの違い・大学充実度について
～

小林　美優：	国語科の聞く力・話す力の育成について　　	
低学年の読み聞かせを中心として

志村　英一：	児童・生徒の算数に対する苦手意識を軽減
させる学習形態

綾部　夏栞：	保育場面における幼児の援助要請行動と気
になる子に対する保育者の対応

伊藤　　完：	テニスの競技力向上に関する研究の動向
松﨑　千佳：	ICT機器を活用した外国語科の指導につい

て
石井　莉奈：	幼児期の生活リズムに関する研究の動向
上野　拓斗：	児童虐待を減らすための一考察	 	

―心理的虐待を中心に―
石内　佑佳：	一人一人のつまずきに応じた支援の研究	 	

―教材と支援を中心に―
金谷　智史：	オンライン授業について
菊地　美沙：	色の印象についての研究	 	

～身につけるモノの色を対象に～
岸　　瞳華：	遊びの重要性	 	

～環境構成を中心に～
星野　友里：	母親との関係の変化	 	

―思春期から青年期にかけて―
篠原　辰哉：	「過剰適応」の研究	 	

―自分らしく生きるために―
角屋日奈子：	小学校における人権教育について	 	

―色による偏見を中心として―
蜂巢亜衣菜：	絵本における色彩と表現手法による効果
梅田　栞里：	算数科における苦手意識の心理的要因と教

師の支援
木名瀬真歩：	子どもを取り巻く環境の変化	 	

～人的環境を中心に～
小髙　朱璃：	遊びを中心とした生活科におけるスタート

カリキュラムについて	 	
―幼稚園・保育園との接続・連携を意図し
て―

大井　香音：	出生順位による分配方法の違い

鈴木　萌絵：	少子高齢化について　　	
少子高齢化に対する大学生の意識

木村圭一朗：	地域・自治体を基盤とした自殺予防法を考
える	 	
～心の状態・外的環境が個人の選択に与え
る影響～

宮川　結花：	日本と北欧の育児制度の違いについて
吉田　毬奈：	幼稚園実習における緊張・あがりと性格特

性との関連
肥留間雄大：	算数科における具体物を用いた導入	 	

―中学年を中心に―
小村　奏斗：	「子どもたちが自由研究を自発的に取り組む

ようにするためには」	 	
～子どもと保護者の関わり方を中心に～

駒形　理実：	学校行事における学校と地域の関係性	 	
～コロナ禍での変則的事例を踏まえて～

湊　　真輝：	ゲーム＆スマホ依存性と教育の関係
小林　　巧：	不登校生徒の現状と支援のあり方
平井　勇務：	方向音痴とはどこからくるのか	 	

―空間把握能力や方向感覚，目印，記憶の
優先度に着目した推察―

小林　　翼：	児童虐待
大江　佑奈：	遊びが子どもにもたらす影響
小澤　泰稔：	幼児教育における注意力育成に関する研究		

―デューイの見解の考察を中心に―
佐藤　　咲：	多様化するメディア社会におけるコミュニ

ケーション教育に関する一考察	 	
―「関係性」としてのコミュニケーション
能力の育成―

川島ちひろ：	家庭環境と少年非行
関　ひろ野：	家庭環境と自己肯定感の関連性について
仲川　純平：	地域環境と子どもの成長
茅野　綾華：	小学校における給食指導の変遷について	 	

―残菜指導を中心として―
田中　瀬奈：	ICTを用いた小学校においての音楽鑑賞の

在り方
新田　裕貴：	日本の伝統教育「滲み込み型」の見直し	 	

―守破離の考えをもとに―
川村　千晶：	絵本の挿絵にどのような効果があるのか
岩本　卓真：	小学校におけるクラブ活動の課題と現状
雉尾　凌子：	写真絵本・謎解き絵本の視覚効果と演出の

研究	 	
～ミッケ！を軸に～
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大河原　渉：	共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育
勝木　英生：	非行にはしる子どもの背景
寺口　真由：	コロナ禍における大学生の生活満足度に影響

を与える要因
石渡なつみ：	倉橋惣三の遊戯観の検討	 	

―子どもの自発性に着目して―

坂村　美咲：	子どもを支える食育について
菊池　康平：	虐待について
村山　　慧：	子どもの成長における遊びの持つ意味	 	

―遊びの時代的変化に着目して―
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